
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「津田梅子先生のことば」        校 長  市 川 順
のぶ

 康
やす

  

小平市にある津田塾大学は、津田梅子先生によって創立されました。今年で創立１２４年の伝統

ある学校です。今年発行される新５千円札の図柄に選ばれたことでも注目を集めています。 

津田梅子先生は、日本初の女子留学生として、６歳の時に、岩倉使節団とともに、１１年間、ア

メリカに留学しました。現地の初等・中等教育を受け、フランス語やラテン語、また、当時は女性

には必要とされていないと考えられていた、数学、物理学、天文学も学びました。先生は、アメリ

カでの生活の中で、英語を完全に身に付け、感覚も発想もアメリカ人になったと振り返っています。 

留学から帰国し、先生は、日本の女性の地位がアメリカと比べて極めて低いことに驚きます。そ

こで経済的に自立し、社会で活躍できる女性を育てようと考えるようになりました。その取り組み

のうちの１つが「奨学金制度」の確立です。奨学金制度というのは、大学や高校等に進学する強い

希望がある学生で、入学にあたり、お金が必要な学生に向けて、学費を払ってくれたり、貸してく

れたりする制度です。今でも、その制度を使って多くの人が進学しており、高校に入学するときに

も利用することができます。津田梅子先生は、自ら募金活動を行い、アメリカ人の支援者に協力を

仰ぐことで、留学を望む女性の希望をかなえられるように後押ししました。この制度を実際に使い

留学した女性は、帰国後に様々な分野で活躍しています。女性教育の向上に尽力した先生の言葉、

「 何かを始めることは易しいが、それを継続することは難しい。成功させることはなお難しい。 」 

生徒の皆さんが体育大会で育てた心と身体。それを鍛えるために取り組んだ期間は、体育大会当

日の充実した一日のためには、大事な時間でした。そこで育った健全な心と身体を引き続き継続し

て保っていくこと、そしてさらに成長できるように励んでいくことが必要だということを、津田梅

子先生の言葉は教えてくれているのではないでしょうか。 

                                                                        小平市立上水中学校 

                                     令和６年６月４日 

                                          第３号 

＜６月行事予定＞   全…全校朝礼 生…生徒会朝会 学…学年朝会 

１ 土 第 48回体育大会 16 日  

２ 日  17 月 学  

３ 月 振替休業日 18 火  

４ 火 全                     W 19 水 期末考査（技家・理・数）            Ｃ  W      

５ 水 小中連携の日                 W 20 木 期末考査（国・社・音）                       W 

６ 木 体育大会予備日 21 金 期末考査(英・美・保体)  食育教室（1年） 

７ 金  22 土  

８ 土 こだいら特別活動の日「児童会・生徒会サミット」 23 日  

９ 日  24 月 ガーデニング講座              W 

10 月 振替休業日 25 火 避難訓練   復習確認テスト（3年） 

11 火 生  安全指導 26 水 職員会議・研修会              W 

12 水 研修会                  ★ W 27 木 第１回進路説明会 歯科検診 

13 木  28 金 生徒会役員選挙告示 

14 金 教育実習終  漢字検定 29 土  

15 土  30 日  

★：ほうかごきょうしつ、Ｃ：スクールカウンセラー勤務日、Ｗ：スクールソーシャルワーカー勤務日 



 

 
 


